
 

 

 

 

 

 

 

 

３月７日（金）、豊岡市奥野の株式会社ビトーアールアンドディー代表取締役、美藤定

氏をお迎えして、進路講演会を実施しました。本年度のインスパイア・ハイスクール事業、

キャリア教育重点校の指定を受けた取組です。 

「小さい頃、運動も勉強も得意ではなかった。

小学校３年生のとき買ってもらった自転車で、人

よりも速く走れる、競走で勝てる、という経験を

したことがきっかけで、自分で自転車を分解して

組み立て直すようになった。中学校、高校ではバ

イクの分解や組み立てが大好きだった」という美

藤さん。「遠くへ行きたい!」と、高校３年生の時

にバイクで日本一周に挑戦します。アルバイトで

お金を貯めて出発した後も、行く先々でいろいろな人に助けられたとのこと。北海道では

野宿をしながらの旅の道中で、農場経営者の人と偶然出会い、その農場でアルバイトをさ

せていただいて、また旅を続けることができたそうです。高卒後は実家の鉄工所を手伝っ

ておられましたが、１９歳のときヒッチハイクで沖縄へ渡り、次の転機が訪れました。 

「アメリカの若者が、『自分たちは徴兵されて、戦争をするために、つまりは人の命を

奪うために訓練を受け任地へ赴く。君は自由な旅ができてうらやましい。』と語るのを聞

いて、小中高を通じて学校では勉強もスポーツも得意でなかった、という劣等感を持ち続

けていたのが、いかに小さなことだったかに気づいたのです。」この後、「もっと広い世界

を知りたい」と、２４歳でバイクとともにアメリカへ渡ります。バイクでメキシコやアラ

スカを旅して、多くの人々に助けられたという美藤さんは、「自分にも何かできることが

あるのではないか、と思えるようになった」そうです。ハリウッドで、ある人との出会い

をきっかけにレーシング用バイクのチューニングという仕事を始め、その後は世界グラン

プリの舞台でも活躍することになりました。現在の株式会社ビトーアールアンドディーを

設立なさった後、はじめは苦しい経営だったそうですが、１０年、また１０年と会社が成

長してきた秘訣は「バイクのことを研究するのが楽しい」ということだとおっしゃいます。 

「『できない』と思うのではなく、『なんとか工夫する』という考え方を持ってほしい。

すぐに答えが見つからなくても、失敗しても、その苦労の中から何かを拾って次へと進む

ことができる。思った通りにならないことはたくさんある。あきらめずにトライすれば、

必ず応援してくれる人が現れる。自分で目標を決めることが頑張りきるための方法なので

す。」そして美藤さんは、”Boys, be ambitious!”（少年よ、大志を抱け）という、有名

なクラーク博士の言葉を、お話の最後に定時制の皆さんに贈ってくださいました。 

☆☆☆ 「ステップアップハイスクール」 豊高定時制 ☆☆☆   平成２６年３月１０日（月）  

あゆみ    第４１号      定時制課程職員室より 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆   また「元気」をいただきましたね。 
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